
平 成 3 0 年 9 月 6 日
農 林 水 産 省

全国ため池緊急点検の結果について

農林水産省は、平成30年7月豪雨を受けて実施した全国ため池緊急点検の結果（平成30年8月末
時点）を取りまとめました。

1.点検の目的

平成30年7月豪雨では、多くのため池において決壊
※
等が発生したことから、その後の豪雨や台風

等に備えて、都道府県等の協力の下、8月末を目途に全国のため池の緊急点検を実施し、必要に応
じて応急措置を講ずることにより、ため池の被災リスクの低減を図る取組を行いました。

※決壊したため池（平成30年8月31日時点）

2.点検対象ため池

点検は、下流の家屋や公共施設等に被害を与える可能性のあるため池を対象としました。

3.点検内容・体制

（1）点検内容

点検は、以下の項目について、現地において目視で確認しました。

・「堤体」：堤体法面の陥没や亀裂、湧水や浸食などの変状の有無

・「洪水吐及び取水施設」：施設の損傷や周辺地盤などの変状の有無

・「ため池内・堤体周辺の斜面と法面」：流木の堆積や斜面の崩壊等の有無

（2）点検体制

点検は、都道府県や市町村の職員等が中心となって実施しました。

なお、ため池の被害が多かった広島県、岡山県、愛媛県及び福岡県には、平成30年7月19日から平
成30年8月31日までの間、国及び24道県の技術系職員（水土里災害派遣隊）等を集中的に派遣（延
べ8,710人、最大270人／日）し、点検を支援しました。

4.点検結果（平成30年8月31日時点）

（1）平成30年7月19日から平成30年8月31日までに、全国88,133か所のため池で緊急点検を実施し
ました。

（2）点検において、「今後の豪雨や台風等に備えて応急措置が必要と判断されたため池」が
1,540か所確認されました（資料1）。

【点検結果（全国）】
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（3）応急措置が必要と判断されたため池については、都道府県及び市町村に対し、その状況に応
じて、以下の措置（資料2）を講ずるよう徹底しました。

(ア)ブルーシートによる被災箇所の保護

(イ)堤体等の安全性を確保するための水位低下と低水位管理

(ウ)被災箇所への立入禁止措置（ロープやコーンの設置等）

(エ)洪水吐に堆積した土砂や流木等の撤去

(オ)土のうによる崩落箇所の拡大防止

(カ)被災箇所の巡視 など 

5.今後の対応

応急措置が必要と判断されたため池については、災害復旧事業や補助事業などにより、必要な復
旧・整備の実施を進めていきます。

農林水産省としては、これらため池の速やかな防災・減災対策の実施に向けて、技術的な助言や
補助事業により支援を行っていきます。

＜添付資料＞

資料1：全国ため池緊急点検結果（都道府県別）

資料2：ため池における応急措置の状況について
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（資料１）

北海道 233 0
青森県 584 0
岩手県 1,137 4
宮城県 1,070 9
秋田県 561 27
山形県 392 0
福島県 3,144 12
茨城県 456 0
栃木県 373 0
群馬県 396 19
埼玉県 464 1
千葉県 769 3
東京都 13 0
神奈川県 21 0
新潟県 1,215 1
富山県 1,916 2
石川県 1,382 11
福井県 343 2
山梨県 124 0
長野県 1,427 18
岐阜県 2,232 0
静岡県 620 6
愛知県 1,221 6
三重県 1,588 1
滋賀県 1,355 19
京都府 810 16
大阪府 3,520 25
兵庫県 6,431 183
奈良県 2,174 8
和歌山県 2,531 9
鳥取県 298 11
島根県 2,541 8
岡山県 7,330 244
広島県 12,648 534
山口県 6,751 1
徳島県 464 6
香川県 7,151 19
愛媛県 2,779 135
高知県 214 0
福岡県 3,951 129
佐賀県 1,336 12
長崎県 936 2
熊本県 1,041 27
大分県 1,385 27
宮崎県 505 2
鹿児島県 246 0
沖縄県 55 1
全国計 88,133 1,540

　※平成30年7月19日から平成30年８月31日までに点検を実施したため池を対象。

全国ため池緊急点検結果　（都道府県別）

今後の豪雨や台風等に備えて応急
措置が必要と判断されたため池

緊急点検を実施
したため池数

都道府県名



（資料２）

ため池における応急措置の状況について

【例①】 ブルーシートによる被災箇所の保護 【例②】 堤体等の安全性を確保するための
水位低下と低水位管理

【例③】 被災箇所への立入禁止措置 【例④】 洪水吐に堆積した土砂や流木等の撤去

【例⑤】 土のうによる崩落箇所の拡大防止 【例⑥】 被災箇所の巡視

洪水吐入口

撤去




